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Ａ.研究目的 

てんかん診療の均てん化・効率化のために，

各都道府県の拠点病院の整備事業を推進するこ

とが期待されている．しかし，各自治体レベル

のてんかん診療の現状や，2020 年度のように医

療機関の診療を社会的に圧迫するような感染症

流行下でのてんかん診療の在り方は明らかでな

い． 

本研究では，近畿圏京都府における山本班研

究内の拠点および中核病院調査の研究分担機関

として１．当院（京都大学医学部附属病院）で

のてんかん患者の受診状況、特に紹介・逆紹介

など、患者の動きに重きを置いた山本班共通の

指標を調査する，ことに加え，２．2020 年度に

本邦の医療機関が直面したCOVID-19の診療への

影響を分析することにより，中核病院が平時，

有時において果たすべき役割を明らかにするこ

とを目指した． 

 

Ｂ.研究方法 

１．当院でてんかん・てんかん疑いの診断病名

が付された患者やてんかん様の症状のある患者

について、通常診療により得られた診療情報（て

んかん相談で得られた情報、病院間でやり取り

された紹介状を含む）をもとに京都における現

状を評価した． 

２． 昨年度からの山本班研究で拠点病院調査を

行う 14 の中核病院で COVID-19 の診療への影響

を示す共通の指標を分析した． 

以上１，２を踏まえ，本邦における中核都市

の一つである京都における拠点病院の在り方に

ついて考察を行った．なお，本年度に当院てん

かん診療に関わった患者・患者家族・医療スタ

ッフに対して施行を予定していた無記名アンケ

ート調査は上記 COVID-19 の影響で断念した．ま

た，全国の 14 拠点病院調査のまとめに関しては

総合報告書に記載することとした．COVID-19の

診療への影響の調査についても本報告内では当

院の調査結果のみとした． 

 

 (倫理面への配慮) 

本研究は、ヘルシンキ宣言および「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」を遵守し，

すでに蓄積されたデータや、研究対象者のプラ

イシーが特定されず、不利益も被る蓋然性が低

いデータを扱った。紹介状データに含まれる患

者の属性（医療圏を含む個人情報）は第三者が

個人を特定できないように匿名化を行い、個人

研究要旨（てんかん診療拠点病院の役割に関する調査とコロナ禍の影響調査） 

てんかん診療の京都地域の中核病院における患者受診・紹介状のやりとりの状況と

2017-2020年の間の変化を，COVID-19 の影響も含めて調査し，てんかん診療の均てん

化・効率化のための課題を抽出した．中核病院として専門的診断・治療・他院との治

療協力を行えているが，遠方の地域には中核病院としての機能が届けられていない可

能性があった．COVID-19 の診療への影響は一時的に見られ，各指標で減少が見られ

た．拠点機関病院は，平時・有事に関わらず上記の期待される機能を維持する強靭性

を維持し，均てん化の拠点となる必要があると考えられた 



6 

情報を含むデータは施錠できる部屋のインター

ネットに接続しないワークステーションに保存

した。またデータへのアクセスはパスワードに

よるセキュリティ管理のもと、第三者がデータ

を閲覧できないようにした。 

 

 

Ｃ.研究結果 

2017-2020 年の受診患者数（概算）などを表

１に示す．また同期間での当院てんかん診療支

援センター所属医師宛，また，他医療機関から

の紹介状の二次医療圏（図１）の悉皆調査結果

を表２に示す． 
 

表１ 京大病院のてんかん診療 

 
 
 
 
 

 

図１ 京都府二次医療圏 

 

 

 

 

表２ 京大病院てんかん関連紹介受診数 

 

 
表３ 京大病院てんかん関連逆紹介数 

 
京都・乙訓地域に地域にある当院へは主とし

て診断，その他（併診している他院との定期的

の情報やりとりや内科・外科治療での薬剤の投

与可否などの問い合わせと情報提供）で他院か

ら紹介されていた（表２，表３）．図１の各医療

圏の人口に占める割合で単純に比較すると，遠

方，特に丹後，中丹や山城南では人口に占める

割合は低かった（例として診断目的の割合は 京

都・乙訓[120/1624]＞丹後や中丹[0/97, 1/197]．

また，他府県からは手術目的の紹介が目立った．

なお逆紹介では発作軽快での紹介と前述の問い

合わせなどに対する情報提供が多かった． 

  
2017 2018 2019 2020 

受診患者数
(全体数） 

入院 262 247 282 283 
外来 2618 3692 2593 3366 

受診患者数
（年齢） 

成人 2370 3377 2060 2791 
小児 512 562 533 328 

受診患者数
（性別） 

男 1414 1913 1427 1699 
女 1466 2026 1448 1704 

長時間ビデオ脳波 
モニタリング検査 
実施数 

120 132 119 80 

外科手術件数 16 5 14 14 
逆紹介の患者数 243 231 187 208 
紹介された患者数 173 182 189 169 

 

 
2017-2020 

診
断 

薬
剤
調
節 

手
術
目
的 

転
居 

シ
ョ
ン 

ト
ラ
ン
ジ 

そ
の
他 

丹後 
  

1 1 
  

中丹 1 2 2 
  

4 

南丹 1 
 

2 
  

8 

京都・乙訓 120 10 12 9 6 145 

山城北 22 
 

1 
 

1 17 

山城南 3 1 
  

1 3 

近畿他県 120 18 30 1 2 115 

近畿外 17 
 

20 1 1 15 

 
2017-2020 

 (
前
医) 

発
作
軽
快 

(
前
医)  

発
作
軽
快 

シ
ョ
ン 

ト
ラ
ン
ジ 

転
居 

そ
の
他 

丹後  2   5 

中丹  1   16 

南丹 10   1 11 

京都・乙訓 54 46 4 21 262 

山城北 15 8 2 5 37 

山城南 6 1   8 

近畿他県 64 35 6 16 152 

近畿外 20 11   43 

海外     1 
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 COVID-19 の当院てんかん診療への影響は初

回の緊急事態宣言発令前の 2020年 4月よりみら

れた．外来再診患者数は約 30%減少，そのうち新

患患者は一時的に約 50%減少し，特に他都道府県

からの紹介数減少が目立った．入院患者は約 40%

減少し，特に長時間ビデオ脳波モニター患者は

約 50%減少した．直近の 2020 年度末には外来（電

話診療含む）・入院患者ともコロナ禍前の 80%以

上と回復しつつある． 

 

Ｄ.考察 

当院は地域の中核てんかん病院として専門的

診断や他院との情報共有と安定期の逆紹介を行

い，他府県からの手術にも対応しており拠点病

院としての機能を担えていると考えられた．し

かし，2020 年現在の京都府の専門医約 30 人中ほ

ぼ全員が京都・乙訓地域にしかいない（日本て

んかん学会 2020 年度日本てんかん学会専門医

一覧）こと，各医療圏の人口比に占める紹介状

の医療圏ごとの乖離を考慮すると，府内のてん

かん診療の均てん化をさらに推進する余地があ

ると考えられた． 

COVID-19 のてんかん診療への影響として外

来・入院患者ともに一定の減少がみられた．発

作が安定している再診患者では電話診療が有用

性と考えられた．その一方で，難治てんかん患

者に対する外科的治療などの高度医療や救急医

療は中核病院として求められる領域であり，感

染対策をしながら機能維持していく必要がある

と考えられた． 

 

Ｅ.結論 

京都府の地域のてんかん中核病院である京大

病院における患者受診・紹介状のやりとりの状

況の調査に加え，COVID-19 の影響の調査を行っ

た．中核病院として専門的診断・治療・他院と

の治療協力を行えているが，遠方の地域には中

核病院としての機能が届けられていない可能性

があった．COVID-19 での診療への影響は一時的

に見られ，各指標で減少が見られた．拠点機関

病院は，平時・有事に関わらず期待される機能

を維持しつつ，均てん化を促す体制を整えるこ

とが必要であると考えられた． 
 

Ｆ.健康危険情報 
該当なし 

Ｇ.研究発表 
1.論文発表 

（英文） 
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Kunieda, Yoshiki Arakawa, Katsuya Kobayashi, 
Akihiro Shimotake, Yukihiro Yamao, Takayuki 
Kikuchi, Toshihiko Aso, Masao Matsuhashi, 
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Epilepsy, 2020/6/26 

 
4. Akio Ikeda: EEG and electrophysiological 

monitoring: Basic and wide band EEG. 10th 
Advanced International Course of Clinical 
Epileptology (2020/8/17-28, web) 

 
5. Akio Ikeda: Case discussion from Kyoto 

University Graduate School of Medicine. A 
dialogue across the Pacific Ocean on epilepsy 
cases in America and Asia, 6th Huaxia 
International Neurology Forum (2020/11/22, 
web) 

 
6. Akio Ikeda: EEG and electrophysiological 

monitoring, Basic and wide-band EEG. China 
Japan Epilepsy Online Summit, November 14th, 
2020 
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7. Akio Ikeda: ILAE introduction, Fycompa 1st 

Anniversary in China, Dec 19, 2020 
 

8. Akio Ikeda: EEG and electrophysiological 
monitoring: Basic and wide band EEG. EPIC 
online (Indian Epilepsy Association) (2021/1/10, 
web). 

 
9. Akio Ikeda: Infraslow, DC Shift and High 

Frequency Oscillations: Established Tool or 
Research Topic?. 7th Asian-Oseanian Congress 
on Clinical Neurophysiology (2021/1/30-2/1, 
web) 

 
10. Akio Ikeda: Advances in EEG Analysis - 

Wide-Band EEG, Dense-Array EEG and 
Quantitative EEG  . 7th Asian-Oseanian 
Congress on Clinical Neurophysiology 
(2021/1/30-2/1, web) 

 
11. Akio IKEDA: How to predict good responders to 

vagus nerve stimulation, Indian Epilepsy 
Society (IES), Epilepsy surgery subsection, 
Comprehensive Epilepsy Surgery Online Course 
Series-XI, Web-conference, 2020/4/24 

 
12. Kazuki Oi, Shuichiro Neshige, Takefumi Hitomi, 

Katsuya Kobayashi, Maya Tojima, Masao 
Matsuhashi, Akihiro Shimotake, Daiki Fujii, 
Riki Matsumoto, Shuhei Kasama, Masutaro 
Kanda, Yoshiaki Wada, Hirofumi Maruyama, 
Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda: LOW-DOSE 
PERAMPANEL IMPROVES REFRACTORY 
CORTICAL MYOCLONUS BY THE 
DISPERSED AND SUPPRESSED 
PAROXYSMAL DEPOLARIZATION SHIFTS 
IN THE SENSORIMOTOR CORTEX. 7th 
Asian-Oseanian Congress on Clinical 
Neurophysiology (2021/1/30-2/1, web) 

 
13. Maya Tojima, Masao Matsuhashi, Takefumi 

Hitomi, Kazuki Oi, Katsuya Kobayashi, 
Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, Ryosuke 
Takahashi, Akio Ikeda: Origin of giant 
somatosensory evoked potentials (SEPs) using 
principal component analysis: P25-HFOs were 
exclusively seen in benign adult familial 
myoclonus epilepsy (BAFME). 7th 
Asian-Oseanian Congress on Clinical 
Neurophysiology (2021/1/30-2/1, web) 

 
14. Haruka Ishibashi, Kiyohide Usami, Shuichiro 

Neshige, Hirofumi Maruyama, Ryosuke 
Takahashi, Akio Ikeda: How to identify 
posterior dominant rhythm among obscuring 
EMG artifacts in psychogenic non-epileptic 
seizures: Time-frequency analysis can help us. 
17th Asian Oseanian Congress of Neurology 
(2021/4/1-4, Taipei, Taiwan (web)) 

 
15. Maya Tojima, Shuichiro Neshige, Takefumi 

Hitomi, Masao Matsuhashi, Kazuki Oi, Katsuya 
Kobayashi, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, 
Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda: Markedly 
suppressed and prolonged giant SEPs by 
perampanel: a decade-long course in 
Unverricht-Lundborg disease. 17th Asian 
Oseanian Congress of Neurology (2021/4/1-4, 
Taipei, Taiwan (web)) 

 
（国内学会） 
企画講演 
1. 池田 昭夫：てんかん発作か発作性運動異常症か、

それが問題だ, 第６１回日本神経学会学術大会教

育コース 2020/9/1, 岡山 
 

2. 池田 昭夫：てんかん診療の進歩の多様化 . 2020
年度日本神経学会関東・甲信越地区生涯教育講演

会 (2020/12/6, web). 
 

3. 池田 昭夫：てんかん：内科治療のトピックス, 抗
発作薬から抗てんかん原性薬へ. 第 79 回日本脳神

経外科学会総会 シンポ、ジウム(2020/10/15-17, 
岡山 (web)). 

4. 池田 昭夫：日本のてんかん外科へのメッセージ：

脳神経内科と ILAE の視点から. 第 44 回日本てん

かん外科学会特別講演 (2021/1/20-21, 新潟 
(web)). 

 
5. 池田 昭夫：集中治療のための急性期脳波モニタリ

ングの基礎：難治てんかんの基礎：EMU モニタリ

ングとの比較から. 第 48 回日本集中治療医学会学

術集会 招請講演(2021/2/12-14, web). 
 

6. 宇佐美 清英, 細川恭子, 竹島多賀夫, 立岡良久, 
池田 昭夫：片頭痛の病態生理研究の新展開 片頭

痛の脳波研究：Back to the basic. 第 50 回日本臨

床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 

7. 人見 健文, 高橋 良輔, 池田 昭夫：3) 皮質性ミオ

クローヌスとミオクロニー発作 : てんかん発作か
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運動異常症か。教育コース 7 てんかん発作か発作

性運動異常症か、それが問題だ。. 第 61 回日本神

経学会学術集会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 
 
8. 人見 健文, 高橋 良輔, 池田 昭夫：①易しく繙く

デジタル脳波の利点(講義)。主催セミナー1 脳波ハ

ンズオン. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
一般演題 
1. Shunsuke Kajikawa, Riki Matsumoto, Katsuya 

Kobayashi, Masao Matsuhashi, Tadashi Okada, 
Mayumi Otani, Masaya Togo, Hirofumi 
Takeyama, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, 
Yukihiro Yamao, Takayuki Kikuchi, Kazumichi 
Yoshida, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda：
Exogeneous input to the epileptic focus 
modulates high frequency activities at the site 
of stimulation: a direct single pulse stimulation 
study. 第 43 回日本神経科学大会 (2020/7/29-8/1, 
神戸). 

 
2. 戸島 麻耶, 下竹 昭寛, 音成 秀一郎, 岡田 直, 十

河 正弥, 本多 正幸, 武山 博文, 小林 勝哉, 宇佐

美 清英, 人見 健文, 松橋 眞生, 吉田 健司, 伏見 
育崇, 岡田 知久, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和
道, 松本 理器, 國枝 武治, 髙橋 良輔, 宮本 享, 
池田 昭夫：てんかん外科治療適応の効率的評価：

特異度を重視したスコアリングシステムの試み. 
第 61 回京滋奈良てんかん懇話会 (2020/8/1, 京
都). 

 
3. 河村 祐貴, 十河 正弥, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 

綾木 孝, 松橋 眞生, 葛谷 聡, 池田 昭夫, 髙橋 
良輔：症候性全般てんかんの経過中に低カルニチ

ン血症を認め、カルニチン補充により発作頻度の

改善を認めた一例. 第 61 回京滋奈良てんかん懇話

会 (2020/8/1, web). 
 

4. 武山 博文, 松本 理器, 戸島 麻耶, 本多 正幸, 島 
淳, 坂本 光弘, 林 梢, 宇佐美 清英, 髙橋 良輔, 
池田 昭夫：Clinical and laboratory Features of 
Elderly-Onset Temporal Lobe Epilepsy：
comprehensive data analysis.. 第 61 回日本神経

学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 
 
5. Kyoko Hosokawa, Kiyohide Usami, Masaya 

Togo, Takehumi Hitomi, Akihiro Shimotake, 
Masao Matsuhashi, Daisuke Danno, Takao 
Takeshima, Yoshihisa Tatsuoka, Ryosuke 
Takahashi, Akio Ikeda：Reappraisal of abnormal 

EEG in migraine by wide-band EEG: a pilot 
study. 第 61 回日本神経学会学術大会 
(2020/8/31-9/2, 岡山). 

 
6. 戸島 麻耶, 福間 一樹, 田中 智貴, 梶川 駿介, 鴨

川 徳彦, 池田 宗平, 小林 勝哉, 下竹 昭寛, 宇佐

美 清英, 松橋 眞生, 髙橋 良輔, 池田 昭夫, 猪原 
匡史：周期性放電を認めた脳卒中後てんかんの臨

床転帰に関連する脳波の特異的特徴. 第 61 回日本

神経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 
 
7. Hayashi Kozue, Masaya Togo, Kiyohide Usami, 

Yukihiro Yamao, Akihiro Shimotake, Takefumi 
Hitomi, Takayuki Kikuchi, Masao Matsuhashi, 
Kazumichi Yoshida, Susumu Miyamoto, 
Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda：ISA is 
associated with transient cortical dysfunction 
and hyperperfusion in Moyamoya disease. 第 61
回日本神経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 

 
8. 後藤 昌広, 梶川 駿介, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 

人見 健文, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 宮
本 享, 松橋 眞生, 大野 行弘, 髙橋 良輔, 池田 
昭夫：臨床てんかん患者で、細胞外 K 濃度の変動

状態が発作発現に関与する可能性. 第 61 回日本神

経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 
 

9. Kiyohide Usami, Riki Matsumoto, Anna 
Korzeniewska, Akihiro Shimotake, Takuro 
Nakae, Masao Matsuhashi, Takayuki Kikuchi, 
Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, 
Ryosuke Takahashi, Nathan Crone, Matthew 
Lambon Ralph, Akio Ikeda：Neural processes 
during picture naming are lateralized and 
category-biased in occipitotemporal areas. 第 61
回日本神経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 

 
10. Miwa Takatani, Masao Matsuhashi, Shunsuke 

Kajikawa, Masaya Togo, Kiyohide Usami, 
Akihiro Shimotake, Takefumi Hitomi, Ryosuke 
Takahashi, Akio Ikeda: Red slow detection in 
scalp-EEG recorded from epileptogenic zone of 
temporal lobe epilepsy patients. 第 61 回日本神

経学会学術大会 (2020/8/31-9/2, 岡山). 
 
11. 岡田 直, 戸島 麻耶, 光野 優人, 永井 靖識, 下竹 

昭寛, 音成 秀一郎, 宇佐美 清英, 松橋 眞生, 山
尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 松本 理器, 國枝 
武治, 高橋 良輔, 宮本 享, 池田 昭夫: てんかん

外科治療適応の評価における MEG の意義の後方

視的検討. 第 61 回日本神経学会学術大会 
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(2020/8/31-9/2, 岡山). 
 
12. 中村 和, 本多 正幸, 邉見 名見子, 髙橋 良輔, 池

田 昭夫：一過性てんかん性健忘の臨床的特徴. 第
50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
13. 尾谷 真弓, 松本 理器, 下竹 昭寛, 坂本 光弘, 中

江 卓郎, 松橋 眞生, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 國枝 
武治, Lambon Ralph Mathew, 宮本 享, 高橋 良
輔, 池田 昭夫：てんかん外科の皮質電気刺激によ

る言語機能マッピングにおける機能解剖連関の検

討. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

14. 梶川 駿介, 松橋 眞生, 人見 健文, 塚本 剛士, 高
谷 美和, 舟木 健史, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 
和道, 長谷川 浩史, 澤田 眞寛, 漆谷 真, 高橋 良
輔, 池田 昭夫：頭部外傷急性期に時定数 2 秒の頭

皮上脳波で皮質拡散脱分極(Cortial spreading 
depolarizations:CSDs)を記録できた 2 症例：臨床

的意義と記録条件の考察. 第 50 回日本臨床神経生

理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 
15. 石橋 はるか, 宇佐美 清英, 髙橋 瑠莉, 河村 祐

貴, 後藤 昌広, 細川 恭子, 音成 秀一郎, 下竹 昭
寛, 本多 正幸, 人見 健文, 松橋 眞生, 丸山 博文, 
髙橋 良輔, 池田 昭夫：時間周波数解析での後頭部

優位律動の適切な抽出は心因性非てんかん性発作

(PNES)診断に有用である. 第 50 回日本臨床神経

生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 
16. 細川 恭子, 宇佐美 清英, 立岡 悠, 本多 正幸, 人

見 健文, 下竹 昭寛, 松橋 眞生, 團野 大介, 竹島 
多賀夫, 立岡 良久, 高橋 良輔, 池田 昭夫：広域

周波数帯域脳波 (wide-band EEG) 解析を用いた

片頭痛における脳波所見の再検討. 第 50 回日本臨

床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 

17. 戸島 麻耶, 人見 健文, 大井 和起, 小林 勝哉, 宇
佐美 清英, 下竹 昭寛, 松橋 眞生, 髙橋 良輔, 池
田 昭夫：良性成人型家族性ミオクローヌスてんか

ん(BAFME)のバイオマーカーの探索：巨大体性感

覚誘発電位(SEP)の高周波振動(HFO)の多数例解

析. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
18. 三村 直哉, 梶川 駿介, 下竹 昭寛, 十川 夏子, 中

村 和, 石橋 はるか, 本多 正幸, 小林 勝哉, 人見 
健文, 二宮 宏智, 松橋 眞生, 髙橋 良輔, 池田 昭
夫：局在する extreme delta brush に類似した波

形を呈した 2 例の臨床-神経生理学的検討. 第 50

回日本臨床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 
京都). 

 
19. 林 梢, 宇佐美 清英, 十河 正弥, 山尾 幸広, 下竹 

昭寛, 舟木 健史, 人見 健文, 菊池 隆幸, 松橋 眞
生, 吉田 和道, 宮本 享, 髙橋 良輔, 池田 昭夫：

もやもや病血流再建術後の過灌流神経症状と脳波

変化との関連：超低域徐波の意義. 第 50 回日本臨

床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 

20. 人見 健文, 小林 勝哉, 高橋 良輔, 池田 昭夫：ミ

オクローヌスてんかん。アドバンスレクチャー10。. 
第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
21. 河村 祐貴, 松橋 眞生, 池田 昭夫, 神田 益太

郎：低血糖後に可逆的に PLEDs(周期性一側てん

かん型放電)を認めた一例. 第 50 回日本臨床神経

生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 
22. 後藤 昌広, 梶川 駿介, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 

人見 健文, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 松
橋 眞生, 髙橋 良輔, 宮本 享, 池田 昭夫：難治性

側頭葉てんかんの sEEG における発作期・発作間

欠期 hypersynchronous パターンの違いの臨床的

意義. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
23. 出村 彩郁, 木下 真幸子, 櫻井 健世, 松橋 眞生, 

髙橋 良輔, 池田 昭夫：臨床脳波での光刺激に伴う

低周波・超低周波活動の予備的検討. 第 50 回日本

臨床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京
都). 

 
24. 山中 治郎, 戸島 麻耶, 大井 和起, 人見 健文, 松

橋 眞生, 武山 博文, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 高
橋 良輔, 池田 昭夫：巨体体性感覚誘発電位(SEP)
に続いて繰り返す広周波数帯域の事象関連同期

(ERS): cortical tremor との関連. 第 50 回日本臨

床神経生理学会学術集会 (2020/11/26-28, 京都). 
 

25. 宇佐美 清英, 松本 理器, Anna Korzeniewska, 下
竹 昭寛, 中江 卓郎, 松橋 眞生, 菊池 隆幸, 吉田 
和道, 國枝 武治, 高橋 良輔, Nathan Crone, 
Lambon Ralph Matthew, 池田 昭夫：生物・非生

物の視覚刺激は脳後方で異なる神経活動伝播をも

たらす. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
26. 岡田 直, 戸島 麻耶, 光野 優人, 永井 靖識, 下竹 

昭寛, 音成 秀一郎, 宇佐美 清英, 松橋 眞生, 山
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尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 松本 理器, 國枝 
武治, 高橋 良輔, 宮本 享, 池田 昭夫：てんかん

外科治療適応の評価における MEG の意義の後方

視的検討. 第 50 回日本臨床神経生理学会学術集会 
(2020/11/26-28, 京都). 

 
27. 後藤 昌広, 梶川 駿介, 宇佐美 清英, 下竹 昭寛, 

小林 勝哉, 人見 健文, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉
田 和道, 宮本 享, 松橋 眞生, 大野 行弘, 髙橋 
良輔, 池田 昭夫：難治性てんかんにおいて細胞外

K 濃度の変動状態が発作発現に関与する可能性. 
第 16 回日本てんかん学会近畿地方会 (2021/1/17, 
web). 

 
28. 河村 祐貴, 十河 正弥, 小林 勝哉, 宇佐美 清英, 

下竹 昭寛, 松橋 眞生, 髙橋 良輔, 池田 昭夫：症

候性全般てんかんの経過中に低カルニチン血症を

認め、カルニチン補充により発作頻度の改善を認

めた一例. 第 16 回日本てんかん学会近畿地方会 
(2021/1/17, web). 

 
29. 戸島 麻耶, 下竹 昭寛, 音成 秀一郎, 岡田 直, 本

多 正幸, 武山 博文, 小林 勝哉, 宇佐美 清英, 人
見 健文, 松橋 眞生, 吉田 健司, 伏見 育崇, 岡田 
知久, 山尾 幸広, 菊池 隆幸, 吉田 和道, 行木 孝
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